
r平成Jtlの披水

|月 15日，消防団出初式で，気分も一層新たに

放水訓練が行われました O

町民のうごき

‘4'吟ら 

'89第224号 

2月号

世帯数  1，987戸人口 男 3，786 女 4，009 計 7，795(昭和63年12月31日現在) 

出生男  2女 3計 5・ 死 亡 男  4女 3計 7・転入男  1女 3計 4・転出男  13女10計23(昭和63年12月中)

広報かつうら 2月号 =224・平成元年 2月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ (08854) 2 -2511附

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
平成初の放水訓練

MUS04
テキストボックス
町民のうごき
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お
め
で
とJ

ラ

晴
れ
の
表
彰
者

ら- 平成元年� 2月1日 (2) 

園出1st
 

、-

第224号� カ込 Jコ つ

平
成
元
年
勝
浦
町
消
防
団

出
初
式
ガ
一
月
十
五
日
勝
浦

中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、

ま
年
消
防
活
動
に
携
わ
れ
た

方
々
ガ
表
彰
さ
れ
ま
し
定
。

・
管
島
県
知
事
表
彰

(
敬
称
略
)

高
橋
嗣
男
(
第
二
分
団
)

・
徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰 

功
績
章

細
谷
正
一
(
第
一
分
団
)

朔
章
一
(
第
二
分
団
)

長
田
喜
庚
(
第
六
分
団
)

精
績
章

中
村
悟
(
第
三
分
団
)

構
内
玄
基
(
第
四
分
団
)

前
回
道
夫
(
第
六
分
団
)

河
内
優
(
第
九
分
団
)

・
睡
浦
地
方
分
舎
長


宮
田
新
二
(
第
一
分
団
)


坂
東
正
明
(
第
二
分
団
)


大
久
保
喜
正
(
第
三
分
団
)


平
岡
久
宣
(
第
三
分
団
)


O O

末
庚
和
彦
(
第
三
分
団
)


梯
謙
二
(
第
三
分
団
)


楠
敏
治
(
第
三
分
団
)


丑
若
英
成
(
第
三
分
団
)


柿
原
俊
蔵
(
第
四
分
団
)


松
村
雅
男
(
第
五
分
団
)


作
本
秀
美
(
第
六
分
団
)


野
上
敏
一
(
第
七
分
団
)


海
川
幸
一
(
第
八
分
団
)


中
村
喜
代
治
(
第
九
分
団
)


倉
坪

・泰
幸 

(本
部
機
動
…
隊 
)


・
勝
浦
町
泊
防
団
長
表
彰

新
居
忠
(
第
一
分
団
)

押
粟
潔
住
(
第
二
分
団
)

寺
谷
公
雄
(
第
三
分
団
)

A第六分団の新しい消防自動車

吉
田
丈
二
(
第
四
分
団
)

播
純
雄
(
第
五
分
団
)

僅
本
茂
(
第
六
分
団
)

米
沢
得
夫
(
第
七
分
団
)

脇
田
慎
一
(
第
八
分
団
)

宮
本
義
博
(
第
九
分
団
)

山
口
和
紀
宣 

(本
部
機
動
隊 
)

ご
く
る
う
さ
ま

で
し
定 

※
十
二
月
三
十
一
日
付
け
で
次
の

方
々
が
退
団
さ
れ
ま
し
た
。

-
睦
浦
町
消
防
団
長
威
詣
裂

瀧
本
均
(
第
一
分
団
)

奥
口
喜
久
一
(
第
一
分
団
)

細
川
健
治
(
第
一
分
団
)

森
川
和
幸
(
第
二
分
団
)

高
橋
嗣
男
(
第
二
分
団
)

高
橋
修
史
(
第
二
分
団
)

朔
章
一
九
一
第
二
分
団
)

大
久
保
喜
正
(
第
三
分
団
)

中
川
勝
(
第
三
分
団
)

構
内
玄
基
(
第
四
分
団
)

羽
瀬
仁
司
(
第
四
分
団
)

中
内
賢
(
第
四
分
団
)

大
西
剛
(
第
五
分
団
)

前
田
道
夫
(
第
六
分
団
)

谷
内
克
行
(
第
六
分
団
)

山
本
達
夫
(
第
七
分
団
)

野
上
敏
一
-
(
第
七
分
団
)

樋
本
勝
信
(
第
七
分
団
)

海
川
幸
一
(
第
八
分
団
)

脇
田
慎
一
(
第
八
分
団
)

前
田
勇
吉
(
第
八
分
団
)

宮

浦

富

雄 
(本
部
機
動
隊 
)

よ
る
し
く

お
願
い
し
ま
す

※
一
日
一
日
付
け
で
次
の
方
々
が

入
団
さ
れ
ま
し
た
。

宮
本
仁
志
(
第
一
分
団
)

谷
寛
樹
(
第
一
分
団
)

北
峯
三
紀
夫
(
第
一
分
団
)

肥
田
隆
司
(
第
二
分
団
)

宮
本
健
次
(
第
二
分
団
)

池
田
年
男
(
第
二
分
団
)

橋
本
修
始
(
第
ご
分
団
)

藤
田
実
(
第
三
分
団
)

堺
芳
生
(
第
三
分
団
)

定
作
誉
之
(
第
四
分
団
)

中
尾
治
由
(
第
四
分
団
)

倉
越
修
(
第
四
分
団
)

野
上
稔
彦
(
第
五
分
団
)

中
田
康
夫
(
第
六
分
団
)

鈴
木
隆
志
(
第
六
分
団
)

多
国
憲
一
(
第
七
分
団
)

中
川
威
史
(
第
七
分
団
)

山
本
一
夫
(
第
七
分
団
)

中
根
義
康
(
第
八
分
団
)

田
中
勝
(
第
八
分
団
)

小
松
信
次
(
第
八
分
団
)

大

西

博

己 
(本
部
機
動
隊
)

第
六
分
団
の
消
防
自
動
車
が
、

新
し
く
な
り
ま
し
た
。 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
消防団出初式おめでとう晴れの表彰者



(3) 第224号Jコ フ� らλヌう平成元年� 2月l日� 

一一勝浦コースに沸く //一一一

阿
波
路
に
新
春
を
告
げ
る
恒
例

の
駅
伝
大
会
は
、

一
月
四
日
か
ら

六
日
ま
で
例
年
に
な
い
好
天
に
恵

ま
れ
、
記
念
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い

数
々
の
名
場
面
を
残
し
て
三
日
間

の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

総
合
成
績
は
、
わ
ず
か
二
十

一

秒
差
で
十
位
奪
還
は
成
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
負
傷
を
押
し
て
出
場

し
た
選
手
が
大
健
闘
す
る
な
ど
、

前
回
と
同
順
位
と
は
い
い
な
が
ら
、

中
身
の
違
っ
た
レ 
l
ス
展
開
を
見

せ
ま
し
た
。

...桜木町長の号砲で再スター卜

今
回
は
五
十
九
年
以
来
五
年
ぶ

l

り
に
勝
浦
コ 

ス
が
採
用
さ
れ
、

再
ス
タ
ー
ト
の
横
瀬
小
学
校
前
か

ら
中
継
点
の
中
角
、
そ
し
て
徳
島
市

内
に
至
る
ま
で
の
沿
線
各
所
は
応

聾
ヲ
る
町
民
の
方
々
で
瀞
き
返
り
、

選
手
は
声
援
に
応
え
て
カ
い
っ
ぱ

い
走
り
、
素
晴
ら
し
い
記
録
が
出

...たくさんの声援を受ける(中角にて)� 

ま
し
た
。

今
大
会
に
際
し
て
ご
尽
力
く
だ

さ
い
ま
し
た
後
援
会
の
方
々
を
は

じ
め
、
各
中
継
点
で
の
ご
協
力
、

ま
た
各
所
で
ご
声
援
下
さ
い
ま
し

た
町
民
の
皆
様
に
は
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

今
大
会
に
お
い
て
大
会
長
か
ら

次
の
選
手
が
表
彰
孟
又
け
ま
し
た
。

二
十
年
選
手
表
彰

押
粟
義
衛

十
年
選
手
表
彰

肥
田
隆
司

ま
た
、
郡
陸
協
後
援
会
か
ら
高

田
主
将
以
下
十
五
名
に
努
力
賞
、

選
手
全
員
に
奨
励
賞
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

(
徳
島
駅
伝
勝
浦
郡
選
手
団
) 

⑤ ⑦⑨  

講習日 「東四国国体」

③②~り

出会い、競い、
そして未来ヘ� 

i l
n

企力走する勝浦郡選手

四
年
後
の
平
成
五

2
月
日
日
出

時
引
時

ヒ-ムライフル

Oだれでも自由に撃てます。

年
、
徳
島
県
と
香
川

県
で
開
催
す
る
国
民

体
育
大
会
の
成
功
に

向
け
、
こ
の
大
会
を

象
徴
し
、
み
ん
な
に

親
し
ま
れ
る
も
の
を

岡
県
民
か
ら
募
集
し

た
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
こ
の

テ 
l
マ
と
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
、
第
四
十
八
回

国
体
の
盛
り
上
げ
に

大
き
な
役
割
を
果
た

し
ま
す
。

今
月
は
、

日
時 

2
月
白
日
出

日
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
誘
い
合
わ
せ
の
上

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
徳島駅伝記念大会

MUS04
テキストボックス
第48回国体テーマスローガン決まるテーマ東四国国体スローガン出会い、競い、そして未来へ



第224号 カ為 4コ フ� ら 平成元年 2月 1日 (4) 

平成元年度住民税申告受付及び所得税納税相談日程表

月日� (曜日� )

2月16日附

該 当地区

坂本

時間

午� 

円リ� 

九� 

時� 

か� 

ら� 

午� 

後� 

四� 

時

ま� 

で� 

場 所� 

坂本集会所� 

坂本事業所� 

勝浦町役場� ( 2 F会議室� )

勝浦町役場� ( 2 F会議室)

勝浦町役場(� 2 F会議室)

与川内事業所

中山公会堂

星谷集会所

勝浦町農協(本部 )

勝浦会館

農村婦 人の家

今山センター� 

生比奈良協

石原集会所

町 役場�  

町 役場�  

町 役場

17日制 坂 本

20日(月) 棚野 ・立川

21日� (刈 久国

22日制 生 名

23日(村 与川内

27日間 中 山

28日ω 星谷

3月 1日休) 横瀬

2日(村 黒岩

3日掛 中 角

6臼(月) 今 山

7日(刈 山西 ・掛谷

9日制 沼江 ・石原

10日幽 全 町

13日(月) 全 町

14日ω 全 町

徳島税務署から所得税等の呼び出 しを受けている方の納税相談は� 2月� 

20日(月)・� 21日(刈 ・� 22日(ボ)に町役場で申告，納税相談をして下さい。

時間は午前 9時30分から午後� 4時までとな っています。

ー
住
民
税
の
申
告
|

2
月
仲
間
日 

1
3月 

日
M

平
成
元
年
度
住
民
税 

(県
町
民

税
)
の
申
告
受
け
付
け
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
期
間

内
に
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

申
告
巳

/
必
度
防
協
十の

。
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
前
年
中

(一

月

一
日
か
ら
十
二
月
三
十

一

日
ま
で 
)
に
所
得
の
あ
っ
た
人
で
、

所
得
税
の
か
か
ら
な
か

っ
た
人

。
給
与
所
得
者
で
昭
和
六
十
三
年

に
給
与
以
外
の
所
得
の
あ
っ
た
人
、

た
人
で
、
そ
の
記
載
内
容
に
変
更

(配
偶
者
特
別
控
除
額
等
)
の
な

い
人印

鑑
、
会
計
帳
簿
、
収
支
の
証

拠
書
類
、
生
命
保
険
料
の
払
込
証

明
書
、
火
災
保
険
料
の
払
込
証
明

書
、
給
与
支
払
報
告
書
、
公
的
年

金
筆
芸
鉛
重
量 
(源
泉
徴
収
票 
)、

医
療
費
領
収
書
、
健
康
保
険
支
払

い
領
収
書
、
そ
の
他
申
告
に
必
要

な
書
類

徳
島
税
務
署
か
ら
所
得
申
告

(納
税
相
談
)
に
つ
い
て
呼
び
出

し
を
受
け
た
方
は
、
指
定
さ
れ
た

期
日
、
時
刻
、
場
所
を
確
認
の
う

え
必
ず
申
告
し
て
下
さ
い
。

ま
た
年
末
調
整
で
配
偶
者
特
別
控

除
を
受
け
た
人
で
、
配
偶
者
の
収

入
金
額
が
変
わ
っ
た
人

。
年
金
所
得
者
で
、
支
払
者
か
ら

公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
の
提
出

が
あ
っ
た
人
で
、
諸
控
除
を
受
け

た
い
人

申
告
を

同
な
点

。
昭
和
六
十
四
年

一
月

一
日
現
在

に
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

。
給
与
所
得
の
み
で
雇
用
主
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ

な
お
、
期
限
内
に
申
告
さ
れ
な

い
と
き
に
は
、
税
務
署
や
町
に
お

い
て
所
得
を
決
定
し
ま
す
が
、
こ

の
場
合
諸
控
除
が
認
め
ら
れ
ず
、

ま
た
不
申
告
加
算
税
や
延
滞
金
も

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
期
限
内
に

済
ま
せ
て
下
さ
い
。

大
部
分
の
給
与
所
得
者
は
「
年

末
調
整
」
に
よ

っ
て
そ
の
年
の
納

税
が
完
了
し
ま
す
が
、
途
中
退
職

し
た
人
や
、
二
か
所
以
上
の
事
業

所
か
ら
給
与
等
歩
受
け
て
い
る
人
、

雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
の
適
用

を
受
け
よ
う
と
す
る
人
、
ま
た
今

年
初
め
て
住
宅
取
得
控
除
の
適
用

を
受
け
よ
う
と
す
る
人
、
配
偶
者

の
収
入
額
の
変
更
が
あ
っ
た
人
な

ど
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば
、
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
範
囲
内
で

還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
税の申告を忘れずに

MUS04
テキストボックス
申告をしなければならない人

MUS04
テキストボックス
申告をしなくてもよい人申告に必要なもの

MUS04
テキストボックス
所得税の還付申告も忘れずに行いましょう



J(5) 平成元年 2月 1日 ヌう込 コ つ ら 第 224号 

寺

J尽
ー¥

中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
文

q

税
金
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
分
か

ー
ー
ー
優
秀
作
品
|
|

太
工
組
合
か
ら

り
か
け
た
よ
う
な
気
か
し
て
き
ま

し
た
。
私
達
が
今
、
車
で
走
っ
て

お
知
ら
せ

い
る
道
路
や
橋
、
そ
の
下
に
青
々

め
だ
と
思
っ
て
税
金
を
払

っ
て
下

と
水
を
た
た
え
る
ダ
ム
、
車
か
ら

さ
い
。」
と
言
い
た
い
で
す
。
自
分

大
工
賃
金
が
大
工
組
合
総

見
え
る
い
ろ
い
ろ
な
景
色
の
中
に
、

の
払
っ
た
税
金
が
、
国
の
み
ん
な

会
に
お
い
て
、
来
る
平
成
元

な
ん
と
た
く
さ
ん
税
金
で
つ
く
ら

を
幸
せ
に
し
て
く
れ
る
と
思
え
ば
、

年
四
月
一
日
か
ら
一
万
二
千

れ
た
物
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
今

と
て
も
自
分
が
り
っ
ぱ
な
人
間
!

円
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

通
っ
て
い
る
学
校
も
教
科
書
や
机
、

と
思
う
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
す
な
ど
も
、
み
ん
な
税
に
よ
っ

私
む
自
分
で
税
金
を
払
う
よ
う
に

い
た
し
ま
す
。

て
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
思
っ

な
っ
た
ら
、
ち
っ
と
も
い
や
な
顔

(
勝
浦
町
大
工
組
合
)

て
み
る
と
、
税
金
と
い
う
も
の
は
、

を
せ
ず
、
進
ん
で
税
金
を
出
し
た


と
て
も
み
ん
な
に
と

っ
て
大
切
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
い
ろ
い


も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
中
に

ろ
な
人
達
と
い

っ
し
ょ
に
、
よ
い


は
税
を
嫌
っ
て
い
る
人
が
何
人
も

国
に
な
る
よ
う
に
、
カ
を
合
わ
せ


い
ま
す
。
で
も
、
そ
の
人
達
が
税

て
、
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。


は
ど
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
て
、
ど


ん
な
に
せ
け
ん
に
役
立
っ
て
い
る


の
か
を
知
れ
ば
き
っ
と
そ
の
人
た


廃

車

手

続

き

は

、

一


ち
も
あ
ん
ま
り
税
の
こ
と
は
、
い

確
実
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う


e

;蟻


払
う
の
が
い
や
だ
と
い
っ
て
、
脱

税
し
た
り
す
る
人
に
、
私
は
、
「そ

ん
な
こ
と
い
わ
な
い
で
、
国
の
た

勝
浦
中
学
校

一
年

尾，

子 

大
切
な
税

夏
休
み
に
入
っ
て
私
は
、
税
な

ど
の
宿
題
が
あ
る
な
あ
:
と
い
う

こ
と
が
い
つ
も
心
の
す
み
に
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
お
盆

に
入
っ
て
、
母
の
里
に
お
墓
参
り

に
行
っ
た
と
き
、
親
せ
き
の
人
が

集
ま
っ
て
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
税
金
が
.
と
う
と
か
こ
う

と
か
言
っ
て
い
る
の
が
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。
私
は
思
わ
ず
ハ
ァ
と

し
て
聞
き
耳
を
た
て
ま
し
た
。
祖

母
が
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま

し
た
。
「
朝
早
く
か
ら
仕
事
を
し
て

い
る
の
に
、
こ
ん
な
に
い
っ
ぱ
い

年
よ
り
か
ム
税
金
と
ら
ん
と
、
も
っ

と
楽
し
よ
う
人
か
ら
と

っ
た
ら
え

え
の
に
な
、

町
民
税
や
ら
所
得
税

ま
で
よ
う
け
と
ら
れ
て
も
っ
た
い

な
い
。」
私
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
「
税

金
つ
て
な
ん
て
ひ
ど
い
ん
だ
ろ
う
。

お
年
寄
り
ま
で
に
苦
労
さ
せ
て
。」

と
思
い
ま
し
た
。
す
る
と
お
じ
さ

o

ん
が
、
「
ほ
ら
、
い
っ
ぱ
い
も
う
け

o

た
ん
や
け
ん
し
ょ
う
が
な
い
わ
い
。

わ
し
ゃ
も
っ
と
い
っ
ぱ
い
給
料
か

ら
ひ
か
れ
よ
る
わ
い 

」
と
言
っ
て

笑
っ
て
い
ま
し
た
。
私
の
家
の
父

や
母
も
給
料
か
ら
税
金
を
ひ
か
れ

て
い
ま
す
。
で
も
あ
ま
り
税
金
を

と
ら
れ
て
こ
ま
る
よ
う
に
は
言

っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
っ
た
い

税
金
と
は
ど
ん
な
も
の
な
ん
だ
ろ

う
と
考
え
て
み
ま
し
た
。

親
せ
き
か
ら
の
帰
り
道
、
私
は

父
に
、
税
金
と
は
い
っ
た
い
ど
ん

な
も
の
な
の
か
聞
い
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
父
は
も
の
知
り
げ
な
顔
を

し
て

「
ほ
ら
、
公
共
し
せ
つ
の
充

実
や
、
社
会
ふ
く
し
な
ど
に
、
使

わ
れ
と
る
な
あ 

」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
私
は
こ
れ
で
、
少
し
は

や
な
も
の
の
よ
う
に
思
え
て
こ
な

い
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
税
金
を
払

う
の
が
い
や
な
人
は
、

軽
自
動
車
税
は
四
月
一
日
現
在
自
転
車
等
は
、
町
役
場
に
お
い
て
叫

一
度
も
真

剣
に
税
の 

」
と
を
考
え
た 

」
と
の

中
所
有
の
軽
自
動
車
(
原
付
自
転
車
手
続
歩
子
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
い
人
だ
と
思
い
ま
す
。
税
金
を 

v

v

~ 

叫
等
を
含
む
)
に
対
し
て
課
税
さ
れ
し
か
し
、
軽
四
輪
車
は
、
軽
自

仏 

"
ま
す
。

動
車
協
会
、
一
二
五
伐
を
起
、
え
る

ド

し
た
が

っ
て
、
も
う
す
で
に
廃

二
輪
車
は
、
四
国
運
輸
局
徳
島
陸

叫

山
車
し
た
軽
自
動
車
で
も
、
廃
車
の
運
支
局
で
な
け
れ
ば
手
続
き
が
で
川

町
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
、
今
後
す
っ
き
ま
せ
ん
の
で
こ
注
意
く
だ
さ
い
。
"

や
と
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
不
明
な
点
は
、
町
役
場
刈

ま
た
、
だ
れ
か
に
売
っ

た
り
、

税
務
保
険
課
(
二
二
五
二
三
、

品
譲
っ
た
り
し
て
も
手
続
き
を
し
な
軽
自
動
車
協
会 

(O
八
八
六 
l
三 

F

小
け
れ
ば
、
同
様
の
こ
と
に
な
り
ま

一
|
六
六
七
五 
)
ま
た
は
、
四
国
吋

叫
す
の
で
、
必
ず
三
月
三
十
一
日
ま
運
輸
局
徳
鳥
陸
連
支
局 

(
O八
八

山

ル
で
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
六
l
三

一 
l
四
八
八
二
)
ま
で
お
川

な
お
、
一
二
五 
∞
以

下

の

原

付

問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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、、

平
成
元
年
二
月
一
日
制 
J

す
る
た
め
、
中
山
地
区
に
町
営
住

宅
の
建
築
を
進
め
て
い
ま
す
。
「若

人
に
も
魅
力
あ
る
住
ま
い
」
と
し

て、

二
戸
一
棟
の
和
風
住
宅
を
建

築
し
、
地
域
の
活
性
化
、
定
着
化

を
念
願
し
て
い
ま
す
。

中
山
住
宅
の
完
成
に
伴
う
入
居

者
を
、
次
の
と
お
り
公
募
し
ま
す
。

一
、
入
居
申
込
受
付
期
間

本
町
は
、
若
者
の
定
住
を
促
進

平
成
元
年
二
月
二
十
日
間
の
間

二
、
入
居
申
込
先

町
役
場
環
境
衛
生
課
(
所
定

の
用
紙
で
申
し
込
み
下
さ
い
。

三
、
入
居
資
格

付

町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場

所
を
有
す
る
者
、
及
び
町
内

で
同
居
す
る
こ
と
が
困
難
な

事
情
に
よ
っ
て
、

一
時
的
に

町
外
に
住
居
を
移
転
し
て
い

る
者
で
、
町
内
に
同
居
す
る

親
族
が
あ
る
こ
と

入 居 者 募 集


町営住宅

--中山団地 
-
-


九

・
六
二
ぽ 

3
D
K

木
造
平
家
建
床
面
積
五

口

既
婚
者
で
あ
る
こ
と

回

収
入
が
定
め
ら
れ
た
枠
内

に
あ
る
こ
と

同

家
賃
及
び
敷
金
を
支
払
う

能
力
安
有
す
る
こ
と

回
入
居
者
に
は
、
連
帯
保
証

人
二
名
を
要
す
る
こ
と

四
、
選

考勝
浦
町
営
住
宅
設
置
及
、
ひ

管
理
条
例
の
規
定
に
よ
る

五
、
家
賃
及
び
敷
金

月
額
・
三
万
円

敷
金
・
三
か
月
分

六
、
入
居
時
期

平
成
元
年
五
月
一
日
(
予
定
)

七

、

戸

数

五
戸

八
、
規
模
等

キ盲 ネ止 '情 幸良


IDつ代か助かりま'

られます。

砂控除を受けるために必要な書類

と言っても ，赤ちゃんのお乙、つのことではあ
 医療費控除を受けるには，確定申告を句行い，

その際，医療費の支出を証明する領収書を添付りません。病気などで寝たきりの人のためのお

むつの話，なのです。 するか，提示しなければなりません。おむつに

砂今年から医療費控除の対象に ついては，医師lが発行した「おむつ使用証明書」

おむつの必要枚数は個人差があり，また病状 とその証明書をもらった日以後のおむつ代の領

によっても途いますが日に少ない人で� 2，� 収書(患者の氏名およびおむつ代であることが

3枚，多い人になると� 14-15枚にものぼります。 明記されたもの)が必要となります。

病人用のおむつは� l枚100-200円ですから，仮 なお，昭和63年分から医療費控除を計算する

に100円としても，場合によっては� 1日1，400-1，500円が |祭，従来 5万円だった足切り限度額が10万円に引き上げ

おむつ代にかかる計算になります。 られますのでご注意ください。� 

そこで，寝たきりの病人を抱える家庭のこうした経済 ※ 「おむつ使用証明書」用紙の必要な方は，役場住民

的負担を軽くするために，今年からおむつ代カ、医療費控 福祉課までお越し下さい。

除の対象に加えられることになりました。「ただし，医療

費控除の対象となるおむつ代はt 6か月以上寝たきりで，

おむつの使用が必要であると医師が認めた人の場合に限

MUS04
スタンプ

MUS04
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MUS04
テキストボックス
福祉情報おむつ代が助かります
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坂

口
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文

子

糖
尿
病
は
肺
肝
臓
か
ら
分
泌
さ
れ

る
イ
ソ
ス
リ
ン
の
作
用
が
不
足
し

た
代
謝
異
常
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

イ
γ
ス
リ
ソ
は
、
体
の
中
で
各

栄
養
素
が
ス
ム
ー
ズ
に
分
解
合
成

さ
れ
る
の
に
ぜ
ひ
必
要
な
ホ
ル
モ

ン
で
す
。
こ
の
栄
養
素
の
源
は
食

事
か
ら
入
っ
て
き
ま
す
。
体
を
自

動
車
に
た
と
え
る
と
、

栄
養
素
は

ガ
ソ
リ
ン
に、

イ
ン
ス
リ
ン
は
オ

イ
ル
に
な
り
ま
す
。
オ
イ
ル
は
機

械
を
滑
ら
か
に
動
か
す
た
め
に
必

要
で
、
ガ
ソ
リ
ン
だ
け
入
れ
て
も

オ
イ
ル
が
な
く
な
れ
ば
エ
ン
ジ
ン

は
動
か
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
オ

イ
ル
の
減
り
方
は
、
ガ
ソ
リ
ン
を

沢
山
使
う
(
栄
養
素
を
沢
山
と
り

入
れ
る
)
状
態
で
増
加
し
、
ま
た

自
動
車
の
形
が
大
き
い
(
肥
満
し

て
い
る
)
ほ
ど
オ
イ
ル
も
沢
山
必

要
に
な
る
か
ら
、
食
事
と
し
て
カ

ロ
リ
ー
撰
取
が
多
い
と
イ
ソ
ス
リ

糖
尿
病
と
食
事


ン
は
増
し
、
肥
満
す
る
と
イ
ソ
ス

リ
ン
作
用
は
現
れ
に
く
く
な
り
、

大
量
の
イ 
γ
ス
リ
ン
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
糖
尿
病
は
イ
ン
ス
リ
ン

が
必
要
量
ス
ム

ー
ズ
に
出
て
こ
な

い
病
気
な
の
で
、
イ
ン
ス
リ
ン
の

必
要
量
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
食

事
に
な
り
ま
す
。

食
事
の
量
は
、
ト
ラ
ァ
ク
(
患

者
)
と
荷
物
(
食
事
)
の
関
係
で

医
者
か
ら
指
示
さ
れ
た
食
事
は
、

そ
の
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
め
る
荷

物
の
制
限
量
と
同
じ
よ
う
な
も
の

で
、
い
つ
も
制
限
量
を
オ
ー
バ
ー

し
て
荷
物
を
積
ん
で
走
っ
て
い
る

と
、
半
は
だ
ん
だ
ん
い
た
ん
で
走
ら

な
く
な
り
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
に
見

合
っ
た
荷
物
(
多
す
ぎ
て
も
少
な

す
ぎ
て
も
よ
く
な
い
)
の
量
を
積

ん
で
走
る
こ
と
が
ト
ラ
ッ
ク
と
し

て
の
性
能
を
生
か
し
長
持
ち
さ
せ

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
自
分
の
制

勝
浦
病
院
栄
養
士

限
量
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
大

切
に
な
り
ま
す
。

食
事
の
と
り
方
を
わ
か
り
易
く

作
ら
れ
た
も
の
で
、
「
糖
尿
病
の
た

め
の
害
悪
禽
き

が
あ
り
章
子
。

昔
の
食
事
療
法
の
よ
う
に
、
あ

れ
も
、
こ
れ
も
食
べ
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
医
師
に

指
示
さ
れ
た
必
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
量

の
範
囲
で
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

り
、
と
り
方
を
十
分
に
理
解
す
れ

ば
、
正
常
人
と
同
じ
よ
う
に
楽
し

い
食
事
が
と
れ
る
よ
う
に
わ
か
り

易
く
、
実
行
し
易
く
す
る
た
め
に

作
ら
れ
た
本
で
す
。

糖
尿
病
治
療
の
主
眼
点
は
、

食

事
と
運
動
で
す
。
ま
ず
自
分
の
糖

尿
病
の
状
態
を
よ
く
自
覚
し
て
、

や
せ
す
ぎ
た
り
、
太
っ
た
り
し
な

い
よ
う
に
偏
食
し
な
い
で
腹
八
分

目
を
守
る
な
ど
、
自
分
の
食
べ
る

む
の
に
つ
い
て
よ
く
勉
強
す
る
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

食
品
交
換
表
、
調
理
上
の
注
意

な
ど
具
体
的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、

各
個
人
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
相
談
下
さ
い
。

2月のく らし� ~，:JポイYト情報
-作り方

U菜 め
〈絞り，� !A;.7.5 gをまぶしておく 。� 

大根を料理するとき， 葉を捨ててはいないでしょ ② 米はふつうに炊くが，炊 きあがる� 5分松前に①

うか? を入れる 。� 

① 大似の業は，洗って塩ゆでし，細かく刻んで回

…一

・ー� 

ご飯を蒸らし，

鉄分等の多くの栄養素が含まれ，白い部介にはない

混ぜ合わせる。

※ 
ビタミン� Aも多量に含まれているのです。

※ 

米......3カンプ�  

大恨の築ー

太陽を，谷ひ'tこ葉には，糖質・蛋白質 ・カルシウム・ ③ 

一
口


務

昆ゆで用7.5g+!......t孟� 

1にさり分
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仁二コく� らしの中の人権仁二ゴ


ふ
る
さ
と


名
の
ろ
う
か

い

H

H

わ
た
し
た
ち
に

と
っ
て 

ふ
る
さ

と 

と
い
う
言
葉

ほ
ど
、
親
し
さ
、

懐
か
し
き
を
覚
え

さ
せ
る
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。

な
い
。
マ
住
み
た
い
と
こ
ろ
に
住

め
な
い
。
マ
思
う
人
と
結
婚
が
自

由
に
で
き
な
い
:
。

生
ま
れ
た
場
所
、
つ
ま
り
ふ
る

さ
と
が
同
和
地
区
だ
と
い
う
だ
け

で
、
す
べ
て
の
国
民
が
持
っ
て
い

る
は
ず
の
市
民
的
権
利
や
自
由
が

奪
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

司
一
す
る
人
も

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
中
で
、

差
別
の
嵐
が
全
身
に
降
り
か
か
ろ

う
と
も
、
こ
れ
に
立
ち
向
か

っ
て

い
く
勇
気
あ
る
若
者
も
多
く
育

っ

て
い
ま
す
。

か
生
ま
れ
。
と
い
う
も
の
が
今
日

同
和
問
題
意
見
発
表
会
に
出
場

で
も
問
わ
れ
て
い
ま
す
。	 

し
た
あ
る
女
子
中
学
生
も
そ
の

一

人
で
す
。
当
初
、
彼
女
は
自
分
の

発
表
に
よ

っ
て
自
分
が
地
区
出
身

者
と
わ
か
り
、
そ
の
た
め

「友
だ

ち
が
離
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
」
と
不
安
に
な
り
、
迷

い
に
迷
っ
た
末
、
父
親
に
相
談
し

ま
す
。
そ
の
時
の
父
親
の
言
葉
を

彼
女
は
こ
う
伝
え
ま
し
た
。

名
の
る
ま
い
:
:
:
か

や

震
え
る
人
た
ち
が
い
る
の
で
す
。

人
聞
は
そ
の
生
ま
れ
た
家
や
土

地
歩
』
変
え
る
こ
と
は
で
差
是
せ
ん
。

同
和
問
題
の
根
拠
に
は
、
こ
の

同
和
地
区
を
ふ
る
さ
と
に
持
つ

人
た
ち
に
と

っ
て
、
自
分
の
ふ
る

さ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
は 

H

差

別
。
の
中
に
、
自
ら
足
を
踏
み
入

れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
た
ち
ま
ち
彼
ら

を
呑
み
込
ん
で
も
し
ま
う
よ
う
な

す
さ
ま
じ
い
も
の
な
の
で
す
。

同
和
対
策
審
議
会
答
申
に
は
、

次
の
よ
う
な
指
摘
。
か
さ
れ
て
い
ま

す
。

マ
自
分
が
好
き
な
職
業
に
付
け
な

い
。
マ
十
分
に
教
育
が
受
け
ら
れ

iI 


音
楽
の
世
界
で
も

く
歌
わ
れ
ま
す
。
そ
の
大
部
分
は

引
っ
て
進
め

父
は
じ

っ
と
私
を
見
つ
め
て

「差
別
今
-
受
け
た
者
の
苦
し
み
は
、

黙
っ
て
い
て
は
み
ん
な
に
わ
か
ら

な
い
。
お
父
さ
ん
と
し
て
は
、

一

人
で
も
多
く
の
人
に
差
別
す
る
こ

と
が
ど
ん
な
に
人
間
の
生
き
る
カ

を
奪
っ
て
し
ま
う
か
、
知
っ
て
も

ら
い
た
い
の
だ
。
だ
か
ら
、
お
前

に
も
差
別
の
間
違
い
を
相
手
に
わ

か
る
よ
う
に
話
せ
る
人
聞
に
な
っ

て
ほ
し
い
。
し
か
し
、
お
前
が
話

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
友
だ
ち
が
い

な
く
な
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は

お
前
が
背
お
わ
ね
ば
な
ら
な
い
苦

し
み
と
な
る
。
そ
ん
な
不
安
で
意

見
発
表
に
出
ょ
う
か
ど
う
か
迷
っ

て
い
る
の
な
ら
や
め
な
さ
い
。
ど

ん
な
こ
と
が
起
っ
て
も
胸
歩
ほ
っ

て
レ
け
る
自
信
が
あ
っ
た
ら
や
り

な
さ
い
」日るこどもを

実
は
、
こ
の
父
親
は
数
年
前
、

運
転
手
募
集
中
に
タ
ク
シ
ー
会
社

へ
職
を
求
め
に
行
っ
た
の
で
す
が
、

履
歴
書
を
見
せ
た
と
た
ん
「
今
の

と
こ
ろ
入
手
は
い
ら
な
い
」
と
断

ら
れ
た
苦
い
差
別
体
験
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を
、
彼
女
は
知
っ
て
い

た
の
で
す
。

彼
女
は
ま
っ
す
ぐ
瞳
を
上
げ
、

ふ
る
さ
と
を
隠
さ
ず
、
自
分
の
考

え
を
堂
々
と
述
べ
よ
う
と
決
意
し

ま
す
。
「将
来
、
教
師
と
な

っ
て
差

別
す
る
こ
と
の
間
違
い
を
た
だ
し
、

人
聞
を
大
切
に
す
る
こ
ど
も
た
ち

を
育
て
、
部
落
差
別
解
消
へ
全
力

で
ぶ
つ
か
っ
て
い
く
の
だ
」
と
。

・
「
ふ
る
さ
と
」
に
歴
史
的
、

社
会
的
そ
し
て
心
理
的
に
深
く
な

ま
な
ま
し
い
傷
口
を
み
る
人
た
ち

も
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
考
え
、

差
別
の
不
合
理
、
矛
盾
の
認
識
を

新
た
に
し
ま
し
ょ
う
。

一

ふ
る
さ
と

一

丸
岡
忠
雄

一

4
1
る
さ
と
を
か
〈
す 

こ
と
を
{

一
父

は

…

一
け
も
の
の
よ
う
な
鋭
き
で
骨
見
え
た
一

一
ふ

る

さ

と

を

あ

ば

か

れ

一

…
総
死
(
い
し
)
し
た
友
が
い
た
一


一
ふ
る
さ
と
を
告
白
し
許
婚
(
い
い
…


…
な

ず

け

)

に

一


一
去

ら

れ

た

友

が

い

た

…


…
五

ロ

子

よ

…


…

松

前

に

は

円


一
胸
を
は
っ
て 

~

一

ふ

る

さ

と

を

名

の

ら

せ

た

い

一

一
喧
を
あ
げ
て

一

一
何
の
た
め
ら
い
も
な
〈

一

一

三

れ
が
私
の
ふ
る
さ
と
で
す 

一

一
と
名
の
ら
せ
た
い

一

ん 

e

e

演
歌

H

が
よ

H

な
ん
ら
か
の
形
で
親
し
く
し
た
人
、

生
ま
れ
た
家
、
育
っ
た
土
地
、
そ

し
て
遊
ん
だ
土
地
に
対
し
て
の
追

憶
(
思
い
し
の
ぶ
)
の
絶
唱
で
す
。

「だ
れ
か
故
郷
を
思
わ
ぎ
る
」

と
い
う
歌
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
な

ど
は
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
、
日

本
人
の
か
故
郷
を
懐
か
し
む
心
仰
を

歌
っ
た
最
高
の
も
の
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
日
本

人
は
だ
れ
で
も
か
故
郷
は
懐
か
し

い
々
と
い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
も
な
お
、
自
分
の
ふ
る
さ
と

~ 


を
明
か
せ
な
い
悲
し
み
と
怒
り
に

、、』

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
くらしの中の人権ふるさと名のろうかいや名のるまい･････か
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平成元年� 2月1日

場
所
住
民
福
祉
セ
ソ
タ 

図

習
{
孟 
'級 

(9) iJ込

葬
礼
や
銀
杏
落
葉
の
舞
ふ
下
に

生

名

倉

橋

紅

梅

花
柄
の
座
布
団
干
し
て
冬
日
和

生

名

柳

田

未

子

短
日
や
仕
舞
い
遅
れ
し
小
鳥
篭

生

名

小

西

典

子

飛
鳥
併
朱
唇
灰
か
に
帰
り
花

生

名

白

草

元

子

背
を
向
け
て
い
て
も
親
し
ゃ
焚
火

の

輪

生

名

丸

山

香

月
返
り
花

L

陽
を
抱
い
て
碑
の
面
温

生

名

竹

林

白

揚

ふ
く
よ
か
な
女
に
会
い
た
り
初
詣

つ
く
ぱ
い
に
若
水
あ
ふ
る
寺
の
庭

生

名

滝

口

良

一

槙
檀
酒
を
口
に
含
み
て
風
邪
ふ
さ

句
ノ
ミ
、

碑
多
き
沼
江
の
神
苑
初
詣

沼

江

山

丸

千

絵

あ
れ
こ
れ
と
心
せ
わ
し
き
年
の
暮

着
ぶ
く
れ
て
我
身
が
思
う
ま
ま
な

ら

ず

掛

谷

駒

津

光

洋

日
め
く
り
の
さ
さ
く
れ
痩
せ
て
十

二
月

木
の
枝
に
上
着
あ
づ
け
て
畑
小
春

沼
江
野
上
す
み
れ

寒
風
も
胸
張
り
歩
く
朝
詣

夜
に
来
し
娘
に
手
さ
ぐ
り
で
大
根

抜

く

掛

谷

斎

藤

重

子

軒
に
あ
る
出
来
藁
も
除
き
煤
払
う

盆
梅
の
香
は
目
、溜
り
を
ひ
と
り
占

め

沼

江

梅

山

み

ず

ほ

寒
雑
魚
を
漁
る
白
鷺
動
か
ざ
る

刻
を
告
ぐ
鶏
の
吐
く
息
白
か
り
き

横

瀬

稼

勢

銀

星 

〈
俳
句
〉

八
十
の
春
を
迎
え
て
初
詣

凧
揚
げ
て
幼
な
心
に
戻
り
た
る

坂

本

林

秋

雄

老
い
母
の
寝
つ
き
し
ま
ま
に
冬
に

入

る

奴

本

美

馬

直

枝

京
大
路
落
葉
泊
め
る
風
の
渦

満
ち
潮
が
良
い
と
の
知
ら
せ
裟
を

釣

る

横

瀬

錦

内

常

一

l

l

生
甲
斐
の
ゲ 

ト
ボ 

ル
や
小
春

初
春
を
迎
え
健
や
か
喜
寿
と
な
る

棚

野

谷

新

太

郎

薄
き
陽
を
撞
い
て
木
瓜
の
返
り
花

棚

野

穏

台

澄

江

畢
護
学
級

J

二
月
七
日
(
火
)

二
月
十
七
日
(
金
)

午
後
七
時
三
十
分 

午

後
九
時
三
十
分

住
思
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室

場
附

短
歌
学
級

出
、
詠
締
切
日

二
月
十
日J

(
金
)


二
月
二
十
四
日
(
金
)


時
同
午
後
七
時 

午
後
九
時


三
月
十
一
日
(
土
)

題

「

開

く
」
「
ひ
ら
く
」

二
月
二
十
日銚

伶

書
室

高

建築、� 土木等工事の 勝浦土地改良区からお知らせ

指名競争入札 昭和63年度畑総農道賦課金

参加資格審査鼎請書受付 (負担金)の徴収について

1、賦課金通知書発送平成元年� 2月1日� 

勝浦町が発注する平成元年度建築，土木等工 2、納付期限 平成元年 3月6日までの予定� 

事の指名競争入札参加資格審査申請書を受け付 3、納付方法

けます。� 勝浦土地改良区事務局まで持参するか，勝浦

町農協・生比奈農協・阿波銀行勝浦支庖の勝浦

-受付期間 3月� 1日-31日 土地改良区預金口座に振り込んで下さい。� 

-受付場所 建設課 4、注意

納付期限を過ぎて納付すれば，督促手数料と
※ 現在登録されている方の有効期聞は，平成 年14.6%の延滞金を徴収します。なお，滞納者

元年� 3月31日までです。新たに申請してくだ を出した地区関係者全員に.連帯責任として滞

さい。 納過怠金を徴収します。

『¥

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
私の作品

MUS04
テキストボックス
社会総合大学学習日のお知らせ
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J
日
�
 十
二
月
三
十
一
日

と

き

と
こ
ろ

該
当
児

※ 

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア

@
@
@
@
G
G
破

傷
風
三
種
混
合
予
防

接
種

民
税
非
課
税
世
帯
の
方

及
び
満
七
十
歳
以
上
の

方
は
無
料
で
す

実地日 11寺 間 坊主 戸斤� 

2月� 8 日(水) 午前101待~午前II時30分 坂 本 集 会 所 �  

2月� 9日休) 午前10時~午前11時30分 今山公会堂�  

2月� 17日制 午前10時~午前11時30分 棚!ft'集会所� 

2月20日(月) 午後� 1 1時30分~午後� 31侍 横一瀬集会所� 

2月� 21日(刈 午後� 1 1時30分~午後� 3時 生 名 集 会 所 �  

2月23日(柑 午後� l時30分~午後� 3時 星 谷 集 会 所 �  

2月27日(月) 午前10時~午前11時30分 久国公会堂

成
人
病

予
防
週
間

l
l司
L
R
n
t
E
ロH
f
}
 

2
月
7
日
l
l
 

受
け
る
前
の
注
意

前
日
の
午
後
九
時
以
降
と
当
日

の
検
診
が
済
む
ま
で
は
、
い
っ
さ

い
飲
食
物
を
と
ら
な
い
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

。)

乳
児
健
康
診
査

二
月
十
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分
�
 
J

二
時
三
十
分

勝
浦
病
院
小
児
科

昭
和
六
十
三
年
九
月
一

ま
で
に
生
ま
れ
た
子

母
子
手
帳
を
ご
持
牽
「
さ
い
。

ん
司「，ちろ、，

ゐ
�
 

…一
�
 

Jすえ

に
発
達
が
著
し
く
、
自
立
心
も
芽

き

一
歳
六
か
月
児

健

康

診

査

こ
の
時
期
は
、
身
体
、
精
神
共

ば
え
る
た
め
、
し
つ
け
や
栄
養
の

正
し
い
指
導
と
、
異
常
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

該
当
児
は
、
必
ず
受
診
し
て
下

支
」
し
。

とと
こ
ろ

二
月
二
十
二
日
(
水
)

午
後

一
時
三
十
分
�
 
J

二
時
三
十
分

勝
浦
町
住
尽
福
祉
セ
ン

タ
ー

該
当
児

二
歳
�
 
四
歳
未
満
の
子

J

日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

巡
回
健
康
相
談

血
圧
測
定
と
尿
検
査
に
よ
り
腎

臓
・
勝
脱
・
尿
道
な
ど
の
病
気
の

有
無
を
調
べ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
下
さ
い
。

料
金
は
無
料
で
す
。

接
種
方
法

第
一
期
・・

と
に
三
回
接
種

了
後
十
二
か
月
�
 十

料

金

無

料
種

J

一
か
月
ご

第
二
期
第
一
期
終

八
か
月
後
に
一
回
接

と

き

二
月
十
七
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分
J

二
時

勝
浦
病
院
小
児
科

昭
和
六
十
二
年
六
月

一

※
母
子
手
帳
と
印
鑑
・
通
知
し

た
ハ
か
キ
を
こ
持
参
下
さ
い
。

胃

集

団

検

診

が
ん
の
た
め
に
生
命
を
失
う
人

は
毎
年
増
え
絞
け
て
、
勝
浦
町
て
も

J

と
こ
ろ

該
当
児

日
�
 八
月
三
十

一
日
ま

診
査
内
容

で
に
生
ま
れ
た
子

O

。
歯
科
診
査

。
内
科

一
般
診
査

過
去
十
年
間
に
が
ん
死
亡
全
体
の

。
保
健
指
導

三
�
 %
が
、
胃
ガ
ン
に
よ
る
死
亡

。
心
理
指
導

。
栄
養
指
導

で
す
。
が
ん
は
早
期
発
見
が
キ
メ

手
で
す
。
検
診
を
す
す
ん
で
受
け

て
下
さ
い
。

料

金

五
百
円
(
た
だ
し
生
活

保
護
世
情
又
は
市
町
村

※
母
子
手
帳
・
質
問
票
を
ご
持

参
下
さ
い
。

日 程 表

実施日�  時 間 場 所

2月� 7日(刈
午前� 8時30分~

午前10時30分� 
坂本事業所

2月15日(水)
午前� 8 1侍30分~

午前10時30分
農村婦人の家

巡回健康相談日程表

醤


¥、

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康百日咳・ジフテリア・破傷風三種混合予防接種
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J
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J

。

受

付

九

時

尿
検
査
・
血
圧
測
定

。

開

会

十

時

�

 Jj

は
生
命
の
も
と
グ

夜間救急当番表
2 月� 2 日 上勝 E診療所�  6-0302 

4 日 勝浦病院�  2-2555 

6 日 山 西医院�  2-3027 

8 日 勝浦病院�  2-2555 

10日 湯浅医院�  2-2003 

⑫日 勝浦病院�  2-2555 

14日 菰岩医院�  2-2006 

16日 勝浦病院�  2-2555 

18日 上勝診療所�  6-0302 

20日 勝浦病院�  2-2555 

22日 山西医院�  2-3027 

24日 勝浦病院�  2-2555 

@日 湯浅医院�  2-2003 

28日 勝浦病院�  2-2555 

日
程
及
び
内
容

高
血
圧
学
級
の
開
催
ゲ


昨
年
町
内
の
医
療
機
関
で
十
月
、
よ
り
、
恐
れ
ら
れ
て
い
る
脳
卒
中

。

「高
血
圧
の
食
事
療
法
」
(
実
習

十

一
月
に
実
施
し
ま
し
た
成
人
病
を
防
ぐ
こ
と
が
で
�
 
-き
ま
す
。
次
の

も
行
い
ま
す
。)
十
時
十
五
分
�
 

検
診
の
結
果
を
み
る
と
、
受
診
者
と
お
り
高
血
圧
学
級
を
開
催
し
ま

二
百
二
十
四
名
中
、
異
常
の
な
か
す
の
で
、
高
血
圧
の
方
は
ぜ
ひ
受

っ
た
方
は
九
十
五
名
で
、
割
合
で
議
し
て
下
さ
い
。

み
る
と
四
二

・
四
%
で
す
。
し
た
(
ご
家
族
の
方
本
歓
迎
し
ま
す
。
)

が
っ
て
半
数
以
上
の
方
は
、
何
ら

受
講
希
望
者
は
、
二
月
十
三
日

十
三
時
�
 

か
の
異
常
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

ま
で
に
役
場
環
境
衛
生
課
ま
で
お

そ
の
異
常
の
中
で
最
も
多
い
の
が
、
申
し
込
み
下
さ
い
。
(
お
問
い
合
わ

高
血
圧
で
す
。
結
果
は
す
で
に
ご

せ
は
保
健
婦
へ
)

話
合
い
十
四
時

通
知
し
ま
し
た
が
、
高
血
圧
は
、

と

き

二
月
十
六
日
(
木
)

食
生
活
と
そ
の
後
の
血
圧
管
理
に

と
こ
ろ
住
里
福
祉
セ

ン
タ
ー

日
程
説
明

講
師
小
松
島
保
健
所

山
中
利
津
代
栄
養
士

試

食

十

講

演

「

高
血
圧
症
と
は
」

二
時
�
 

講
師
勝
浦
病
院
長

太
田
重
嘉
先
生
�
 

0
閉

会

十

五

時

-
夜
、
突
然
息
苦
し
く
て
目
覚
め

も
あ
り
ま
す
。
注
意
と
予
防
の
ポ

イ
ン
ト
を
お
教
え
し
ま
す
。

1¥.¥ 王

臓‘意
病
の
目U 
13¥ 
才1
症
状

-
坂
道
や
階
段
で
、
ど
う
き
や
息

切
れ
が
す
る
。

-
朝
、

歩
き
始
め
に
胸
や
け
が
し

た
り
、
胸
苦
し
い

0

・
心
臓
の
鼓
動
が
乱
れ
る
。

ラ
ジ
オ
体
操
や
歩
行
な
ど

五
、
動
物
性
脂
肪
を
控
え
、
食

ベ
す
ぎ
、
飲
み
す
ぎ
に
注
意
。

※
四
十
歳
を
す
ぎ
た
ら
、
年
一
回

は
心
電
図
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

-つ。

増
え
て
い
る

狭
心
症
・
心
筋

こ
う
そ
く
・
動

脈
硬
化
に
よ
っ

て
血
流
が
悪
く

な
っ
た
り
、
狭

く
な
っ
た
血
管

に
血
栓
が
で
き

て
、
つ
ま
っ
た

)
 

状
態
、
時
に
は

-(
 

死
に
至
る
こ
と

。ヲ
�
 筋

こ
う
そ
く
を

三
、
タ
バ
コ
を
吸
う
人
は
吸
わ
な

い
人
に
比
べ
、
心
筋
こ
う
そ
く

に
な
る
確
率
が
三
倍
に
。

四
、
軽
い
運
動
を
し
て
、
心
肺
機

能
を
高
め
る
。
�
 

ニ 編i
写ユ ⑧

妻よる

集 . (か
グ⑥

0

・
運
動
や
食
事
、
入
浴
後
に
胸
の

二
、
ス
ト
レ
ス
は
血
管
を
収
縮
さ

中
央
に
痛
み
が
あ
り
、
の
ど
、

左
肩
、
左
腕
に
痛
み
が
は
し
る
。

一
、
高
血
圧
に
な
ら
な
い
よ
う
に

狭
山
症
、
�
 ω

予
防
す
る
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト

右 写いヨ き務が話
蓄真ま�  lまaい課あ題あ

君主ZTさ。量242

宰送でにみ�  v 係し?の
でり、載ん またト身
し下赤せな でらな近
与さちたの およな

いやい鍵 寄役ユ行
。んと 康 せ場|事9 

す
る
。

せ
る
の
で
、
早
め
に
解
消
を
。

午後6時~翌朝午前9時
午後ア時~翌朝午前9時

) の 思」 下総スや 平日
休日

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の健康心臓は生命のもと

MUS04
テキストボックス
高血圧学級の開催
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大
字
沼
江
新
居
善
一
/
長
女

字

大

展

段

ま

す

み

¥

史

大
字
生
名
福
本
博
之
/
三
女

字

平

野

佳

代
子

¥

愛

大
字
棚
野
米
川

満
之
ノ
長
女

字

削

回

ひ

と

み

¥

由

大字
網
野
中
尾

哲

久

/

長

男

字
西
久
保
茂
斗
子
¥

健

太
字
生
名
福
田
武
司
/
長
女

字

山

ノ

神

順

子

¥

陽

大
字
星
谷
瀧
口
義
文
/
長
女

字

大

明

神

津

貴

子

¥

愛

善
意あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

刊
は
月
間
日 

1
1
月
刊
日

谷
脇

戸
田 お

誕
生
お
め
で
と
う

ロ
月
間
日

1
4
月
刊
日

戸
籍
の
窓

(電車祢略) 

武
さ
ん
(
横

忠
志
さ
ん
(
坂 @
本瀬�  

美子 事日華 理 真

-v



〆M、、� 

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

大
字
三
渓
字
空
間
梯
キ
ヌ
ヱ
(
町内
歳
)

大
字
原
本
字
中
谷
片
山
ツ
ネ
(
部
歳
)

大学
三
塁

剛院
a

ノ
江
枇
本
ア
キ
ノ
(
百
歳
)

大
完
全
夫
器
只
平
シ
ゲ
ノ
(
槌
歳
)

剖
阿
佐
光
ヨ
シ
ノ
(
槌
歳
)

大字
 

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

清
水
フ
ミ
ヱ
さ
ん
(
横
瀬
)

只

平

和

博

さ

ん

(

星

谷

)

匿

名

(

横

瀬

)

匿

名

(

中

山

)

枇

本

忠

さ

ん

(

与

川
内
)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

=夜
受 
m

ご
結
婚
お
め
で
と
う&え込
¥J 小流

西 0~命
浩
司

良
子

尋暴挙。


勝
浦
会
館
二
月
行
事

3
日
制
習
字
教
室

5
日
同
生
花
教
室

6
日
間
篠
教
室

7
日
附
着
付
教
室

8
日
附
踊
り
教
室

9
日
附
手
芸
教
室

日
日
幽
篠
教
室

日
日
附
踊
り
教
室

目
白
川
附
手
芸
教
室

口
日
幽
習
字
教
室

初
日
間
生
花
教
室

幻
日

ω
着
付
教
室

ロ
日
制
踊
り
教
室

お
日
附
手
芸
教
室

幻
日
開
館
牒
教
室

各
講
座
と
も
午
後
八
時
か
ら
開

講
し
ま
す
よ
手
芸

・
藤
教
室
は
七

時
三
十
分
か
ら
、
習
字
教
室
は
七

時
開
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

こ
参
加
下
さ
い
。 

その火その時すぐ始末/ 2月定例心配ごと相談� 

日 時 2月3日(針

午前10時~午後� 3時

内 容 人権・行政・厚生・福祉

場 所 住民福祉センタ� -2階

(平日でも受付してありますのでお気軽にお問い合わせ〈ださい。)

ーす飼い犬は必ず
つないでください-

*ボクを野犬にしないで*� 

不用犬買い上げ‘日� 

2月� 1自体)成犬� 300円� 

2月15自体)小犬� 100円 ~ 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ




